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Ⅰ　緒 言

著者13)はRinger氏 液 中のKイ オ ンの濃度

を高 め た液 の 中 に 一定時間腓腹 筋を浸漬 し

て,電 気 と圧 の刺戟閾値 を測定 した処,高 濃

度 のKイ オ ンを含んだRinger液 では電 気刺

戟閾値が上昇 した際に も圧閾値は依然 として

著 しく低下 して居 る時期のある事を明 らかに

した.Ebbecke2)は アル コール食 塩 液 及 び蔗

糖液を用ひて電気刺戟には最早反応 しな くな

つて も,未 だ死 んで居 ない筋は充分に高 い圧

で尚短縮する と述べて居 るが,充 分に高 い圧.

が如何 なる値であるかを明 らか に して居 な

い.

そ こでアル コール,蔗 糖液 の外種 々の方法

に由つ て電気刺戟 に対 して可逆的に反応 しな

くなつ た腓腹筋に就 て圧閾値を測定 した処,

甚 だ興味有 る成績 を得 たので報告する.

Ⅰ　實 驗 材 料

トノサマ蛙(Rana nigromaeulata)の 腓 腹

筋は加圧実験に,縫 工 筋は 叩打実験に用ひ,

室温4～27℃ の間に行つた.

Ⅱ　實 験 方 法

電 気刺戟 は電源を2Voltと しDu Bois-Rey

mond型 感応 コイルに依 る単一開放感応 電 流

を以 てし,刺 戟 閾値は綣軸距離(cm)で 表は

した.圧 に由る刺戟閾値(気 圧)を 求める方

法 は既に詳細に説明 した.12)此 の実 験では単

に閾値 のみを求め るのであるか ら,筋 はその

装置に吊 して直接 モ ビル油中に波 して加圧 し

た.

一般に実験順序 は次 の通 りである.先 づ夕

刻 剔 出 した腓 腹 筋 標 本 はRinger氏 液(以

下R氏 液 と畧す)中 に入れて氷室に保存 し,

翌朝暫時室温に放置 して後電気及び田に対す

る閾値を測定す る.次 に処置す る液に浸漬す

る.一 定時間後筋を液か ら取 り出 して電 気刺

戟 を行ひ,之 を繰返 して閾値が漸次上昇 して

ゆ くのを確 める.斯 くして遂 に綣軸距離0の

最 張刺戟 に対 して も筋が全 く反応 しな くなつ

た時,再 び圧 閾値を測定す る.筋 に閾値以下

の圧を加へた場 合は常圧 の場 合よ りも電気刺

戟閾値が低下する事 を証明 した11)ので,此 の

場合に も閾下圧を加 へた筋に綣軸距離0の 感

応電戟を加へて,筋 が反応す るか否かを調べ

た.此 の標本は直ちにR氏 液に戻 して筋が処

置 した液の影響か ら回復 してか ら両刺戟閾値

を測定 した.以 下各項 に夫 々の方法及び成績

を述 べる,

Ⅳ　 實 驗 成 績

A 電 気刺戟 と圧刺戟に就 て

1 標本を湿室に保存 せる場合

ortonの 及び小西7)が 此 の方法に就 て述べ

ている.筋 標本はR氏 液若 し くは其 の他 の液

を全然用ひないで別出 して直 ちに湿室に移 し

た.別 出 した腓腹笏をR氏 液に入れ半 日保存

して後 の圧閾値 は一定 となつて居 るが,湿 室

に保存す る場合には一定の圧 閾値 を示すのは

何時か明 らかでないので,初 めの圧閾値 は測
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定せず後にR氏 液に入れて電気刺戟に対 し反

応する様 になつた時 の圧閾値 を以 て正常 の圧

閾値 とした.湿 室は第1図 の如 くシャー レの

中程 にパ ラフィンの土堤を作 り,そ の表面に

は刺戟電極 を露出せ しめてあ るので電気刺戟

に も便利 である.両 側 の凹所 には湿綿を入れ

常に蓋 を被せ て筋の乾燥す るのを防 いだ.是

くす る事 に由 り筋は数 日に亘 つて電気刺戟 に

応 じた.'

第1図　 湿 室

パ ラフイン 刺戟電極

湿
綿

第1表　 湿室に保存せ る場 合

(A)

(B)

第1表 に示 した様に筋は別出後湿室中に保

存す ると4日 乃至1週 間の長 い間電気刺戟に

反応 した.肉 眼的な観察 に就て述べ ると,最

初 の一両 日間 は閾刺戟 に対 して筋全体が強い

短縮 を以て反応 したが,そ の後 は筋の一部が

僅かに認め得 る程度 の短縮 しか起 さず,強 く

反応 させ るには表 に記 した閾値 よ りも相当強

い刺戟を与へなければな らなかつた.然 し閾

値を定 める場合及び電気刺戟 に応 じな くなつ

たか否かを見 る場 合には最小の反応 を も見逃

さぬ様 に注意 した.湿 室内に於 て筋は相当長

く湿潤で光沢を有 して居たが,電 気刺戟 に反

応 しな くなつた時には光沢は失はれて居た.

然 し勿論乾燥する様な事はなかつた.

電気刺戟 に応 じな くなつた筋に就 て圧閾値

を測定 した.加 圧 に先 だつて数例 に就て一次

回路 の電源を2Voltか ら4Voltに 高 めて見た

がやは り反応 しなかつた.完 全に電気刺戟に

反応 しない筋 も圧を加へ ると尚短縮 した.此

の時 の圧閾値を,R氏 液に浸 して此 の状 態か

ら回復 した時に測定 した圧 閾値 と比較す ると

100～180気 圧平均140気 圧,圧 閾値が上昇

して居 る.こ の際閾下圧 を加へて綣軸距離0

の感応電戟を加 へて見 る と,今 迄電気刺戟に

全 く応 じなかつた筋 も短縮を起 した.詳 し く

述べ ると,200気 圧の下で有効であつた最強

電気刺戟 も2回 目には無効 とな り,再 び同 じ

強 さの電気刺戟を有 効 とする為には50～100

気圧高 めねばな らなかつた(や は り閾下圧で
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あ る).R氏 液に浸iした腓腹筋は再び電気刺戟

に反応す る様 になり,電 気刺戟閾値 も或程度

迄 回復す るが漸 次上昇 してゆ く.筋 は次第に

白色不透明 とな り,膨 脹 して一部 に裂 目が出

来て2.3日 後には全 く電気には勿論圧 に も応

じな くなつ てしまつた.此 の様な状態 となる

少 し前最強電 気刺戟に筋 の一部が僅かに動 く

のが見 える様に迄 なつた時で さへ加圧に よる

短縮が認め られた.然 し圧閾値は甚 だし く上

昇 して600気 圧程度を示 した ものが有つた.

2 蔗糖 溶液に浸 した場合

Overton9)は 筋を4～6%の 蔗糖 液 に入 れ

電 気刺戟に応 じな くなつた もの も生理食塩水

に依 つて再び反応する様 にな る事を述べた.

此 の実験には6%の 蔗糖液を使用 した.先 づ

前 日夕刻剔出 してR氏 液に浸漬 しておいた腓

腹筋に就 て翌 朝電気及 び圧に依 る刺戟 閾値を

測定 して後蔗糖液に入れ る.暫 時律動性短縮

を起すが間 もな く静止 し,電 気刺戟閾値 は漸

次上昇 しでゆ き,5～10時 間後には最強の電

気刺戟 に も反応 しな くなつた.此 の状態で測

定 した圧閾値 と,そ の後再びR氏 液に戻 して

測定 した閾値及 び最初 のそれ とを比 較 して見

る と次の様になる.第2表(A)の4例 では,

R氏 液中の圧閾値 よ り少 し上昇 して居 る様に

見 えるが,(B)の 例では反対に低下 して居 る

もの も見 られ る.(A)に 於 ける実験では電気

刺戟 に反応 しな くなつてか ら圧閾値を測定す

る迄 に少 し時間が経過 し過 ぎた為か も知れな

い.何 れに して も圧閾値には大 して差異が認

あ られない.電 気刺戟に応 じな くなつた際そ

の時の圧閾値 よ りも50気 圧 程 度 低い圧 を加

へて電気刺戟 を加 へたが依然 として無効であ

つた.

3. AlkOhol-R液 に浸 した場合

第2表　 蔗糖溶液に浸せ る場合

(A)

(B)

可逆的 にAlkoholに 由つて電気刺戟 に反応

しない状態を得 る事は,可 成 り大きな腓腹筋

では困難であつ た.或 例 ではAlkoholを6.5

%の 割 にR氏 液 に混 じた液に由つては,電 気

刺戟閾値は漸次上昇 していつたが遂 に綣軸距

離10cm以 下 の一定値 に止 まつて,其 後 一向

進行 しなかつた.又 或例 では7.5%の 液を用

ひた処,漸 次短縮 し遂 に強縮 に陷つ てしまつ

た.そ こで7%Alkohol-R液 とす る と,或 筋

では上記の如 く途 中か ら発 展せず,或 筋に と

つては濃過ぎて強縮を起 してRR氏 液に戻 して

も回復 しない と云ふ工合 であつた.そ こで6

%と8%の 液か ら求め る濃度 のAlkohol-R液

を作つて第3表 に記 した様に電 気刺戟 閾値上

昇 の程度を観察 しなが ら,6%か ら漸次濃 い

液 に移 していつて電気刺戟 に全然反応 しない

標本を得 る事が出来た.斯 く電気刺戟に反応
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しな くなつた時 の圧閾値は表を見 ると明らか

に低下 して居 る.之 をAlkohol-B液 に入れ る

前及 びR氏 液に戻 して後の圧閾値 と比較す る

と(第3.8例 では平均を取つた.恐 らく作用

し過 ぎて充分 回復 し得 なかつた のであらう)

約120気 圧低下 している.表 には示 さなかつ

たが実 験が不成功に終つた ものは,R氏 液に

戻 して一定時間経過 して も電 気刺戟 は有効 と

な らず其 の時 の圧閾値 は600気 圧程度の圧を

必要 とす るか又は全然圧 に も反応 しな くなつ

そ居 り,此 の様な例ではAlkohol-R液 に由つ

て電気刺戟が無効 となつた時 の圧閾値 も低下

していないか若 しくは著 しい上昇 が見 られた.

第3表　 Alkohol-R液 に 浸 せ る 場 合

(A) (B)

Alkohol-R液 に 由つて最 強電気刺戟 に も反

応 しな くなつた際,閾 下圧 を加へて行つた電

気刺戟 もやは り無効であつた.R氏 液に戻 し

てか らの電気刺戟 閾値 はやは り初のそれに比

べ る と,可 成 り高 く回復 も完全ではない.

4 濃 いKClを 含 むR液 に浸 した場合

既に明 らかに したKの 多いR液 の作用を

簡単に記す と,3K-R液(0.03%KClを 含む

等調R液)で は刺戟閾値を見る と,電 気及び

圧刺戟共に低下する.7K-R液 では電気刺戟は

初低下す るが後上昇す るに反 し圧刺 戟は低下

した状態を持続する.20K-R液 に1時 間程度

では,電 気刺戟閾値は初低下 した後甚 しく上

昇するが,圧 閾値 は著 しく低下 し後少 し上昇

す る傾 向が見 られる.Horton6)は 高濃度のK

液で処理す ると電気刺戟 に反応 しな くなる事

を述べて居 る.そ こで高濃度K-R液 を用ひ

て実験を行つた.そ の成績は第4表 に示 した.

先づ電気並に圧刺戟閾値を定め,10K-R液 か

ら始め て漸次濃度を 高 くして25K-Rに 迄 し

た ものもある.斯 くして7時 間前後で電気刺

戟 に反応 しな くなつた.此 の時 に測定 した田

閾値 は前後のR氏 液に浸 した場 合のそれに比

して50～200気 圧平均100気 圧だけ閾値 が上

昇 した.此 の状態に於 て閾下圧を加へ て電気

刺戟を行 つて も依然無効であつた.R氏 液に

戻す と圧閾値は初 と同 じ位に回復したが,電

気刺戟に対 しては比 較的高い閾値迄 しか回復

しなかつた.

5 Chloreton-R液 に浸 した場 合

神経 の麻醉には ウレクン,塩 酸,蟻 酸等 も
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使はれ て居 るが,筋 肉 の麻醉は困難であつた.

ウレタンを用ひる と縫工筋では電気刺戟に殆

ど反応 しな くな る頃には白色で且つ板状 にな

つて しまつた.HortonはpH5.5の 酸性R液

で可逆 的に電 気刺戟 に応 しな くな ると述 べて

居 るが,酸 の度が強い と強縮を起 し,弱 い と

完全 に麻 醉 せず実験に適 しなかつた.0.3%

Chloreton-R液 を用ひ ると半 日以 上 を要す る

が電気刺戟 に応 じな くなるので実験を遂行 し

た.第5表 にその成績を示す.

第4表　 高濃度K-R液 に浸せ る場合

(A)

第5表Chloceton-R液 に浸 せ る場合

(A)

(B)

(B)

8例 共全般 にR氏 液に於け る圧閾値 は高 い

が,実 験終了後に も大体同 じ値を示 した.0.3

%Chloreton-R液 に入れ る と徐 々にではあ る
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が電気閾値が上昇す るので,一 晩氷室に保存

して翌朝電気刺戟 に反応 しな くなつた時圧閾

値を測定 した.此 の時 の値は非常に高 く平均

180気 圧閾値 の上昇が見 られた.閾 下圧を加

へ て最強電気刺戟を与 へたがやは り本例で も

無効であつた.R氏 液に戻 してか らの電気閾

値 は(A)の4例 は よ く回復したが,(B)の

4例 は余 り回復が よくない.之 は後者 は電気

刺戟 に応 じな くなつてか らR氏 液に戻す迄 に

相当の時間 が経過 した為で あ らう.

B. 電気刺戟 と叩打刺戟 に就 て

高 圧は筋 の周圍全体か ら平等に作用す るが

筋肉に対す る刺戟作 用が如何 なる機序に 由る

かは全 く不明であ る.し か し刺戟 の勢力型 と

しては機械的刺戟 の一種 と看做 され る.そ こ

で局所機械的刺戟 として叩打刺戟を選 んで高

圧刺戟 と比較す る為に次 の実験 を行 つた.

被検筋 として腓腹 筋を用ふれば叩 く事に因

つて動 くので結果 の判定が困難 であ るか ら縫

工 筋を用ひた.叩 打刺戟に用ひた装置は第2

図の如 きもので ある.描 写 槓杆 の支点に当る

部分Cを 用ひて,そ の外側に分 度器を固定 し,

セル ロイ ド板ABは 廻転す る様 にCに 取付け

る.柔 かい ゴムDをBが 貫 き,指 でAを 下に

押 して急に放 す とBが 落下 してDが 筋 を 叩

打す る様 にす る.コ ル ク板にパ ラフ ィンを塗

り,両 端を糸で しばつた縫工 筋を横 たへ,一
り

方を固定し他方を槓杆に連結する.斯 くする

と筋の反応 だけを正確に描か しめ得 る.

第2図　 叩 打 装 置

AB… … セル ロイ ド板

D… … ゴム

今 ゴムDを 用 ひないでB上 の同 じ点で筋を

叩 く様 にし,刺 戟 強度を落下角度で表は し,

既述5処 置に由つて電気刺戟及び叩打刺戟閾.

が如何 に変 るかに就 て調べた.此 の場合には

筋全体に及ぶ攣縮を肉 眼で観察 して閾値を定

めた.R氏 液に浸 した筋では叩打刺戟閾値 は

総 て5° 程 度で,力 強い攣縮を示 したが,夫 々

の処置を加へて漸次電気刺戟閾値が上昇 して

綣軸距離が10cm余 となると,叩 打刺戟閾値

も上昇 し攣縮 も弱 くな り遂に15～20° となる.

それ以上之等 の処置を続け ると如何に強い叩

打 刺戟に も反応が見 られな くなつたが,R氏

液に戻す と又5° 程度の強 さに応ず る様にな

つた.之 は上述のどの処 置を施 した場合 も同

じ傾向であつた.

次に特異性 筋隆起を も見逃 さぬ様にす る為

第2図 の装置全体を用ひた.単 一叩打 を得 る

為に落下角度 を60° とし,指 を遠かにAか ら

離 しDが 筋を叩 いて跳返つた時再 び速かにA

を下に押す と再 び筋を打つ事はない.斯 くす

る事に由つて新鮮な筋では単一攣縮を,電 気

閾値 の低下した筋では筋隆起 曲線を描かせ得

る事 を確 か め た.縫 工 筋を湿室 に保存 し或

は蔗糖 溶液･Alkohol-R液･濃 厚K-R液･

Chloreton-R液 に夫 々浸 して電 気 刺戟 に全 く

反応 しな くなつた時に単一叩打刺戟 を与 へた

が,ど の方法に由つて も全例共全 く反応 しな

かつた.電 気閾値が2～3cm迄 上昇 した時に

行 つた例 に就 て も同様で あつた.

短 時 間 の うちに1500気 圧迄圧 を高 めてす

ぐ圧を復す る と,新 鮮 な骨骼筋は極度の非可

逆 的な持続短縮に陷い る.上 述 の実験に於 て

電気 及 び 叩打 に反応 しな くなつた筋 も1500

気圧を加へる とやは り新鮮筋 と同様 な持続短

縮を示 した.

Ⅴ　考 察

筋隆起に就 て高橋10)は,綣 軸 距19cm毎

秒50回 の電戟 と叩打 とを縫 工 筋 に与へた結

果,0.3%Cocain-R液 を用 ひた場 合には電 気

刺戟 に反応 しな くなつ ても筋隆起 は起 るが,
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0.5%Chloreton-R液 を用ひ た場 合YCは 反対

に筋隆 起が起 らな くなつてか らも尚電 気刺戟

には反応す る事を見 て居 る.し かし上述実験

の如 く単一電戟を以 て刺戟 した場 合には,綣

軸距離0で は勿論2～3cm迄 閾値が上昇 した

際に も亦 叩打刺戟には全 く反応 しな くなつた.

Cocainに 就 ては実験 して居 ないが恐 ら く他 の

処置 と同様 な結果 を来す もの と考へ られる.

此 の実験は縫工 筋に就 て行つた ものであるが,

電 気･圧 両刺戟 に対す る縫工 筋の態度は恐 ら

く腓腹 筋で も同様で あらう.縫 工 筋の圧閾値

は実験装 置の関係で求める事 が出来 ない ので

電気刺戟 に反応 しな くなつた此 の筋が如何 な

る圧閾値 を示すかは知 り得 なかつたが,1500

気圧短時間 の作用で短縮を起 した事は腓腹筋

同様電気及び叩打刺戟に反応 しな くなつても

尚圧 には反応す る事 を示 して居 る.

電気刺戟に全 く反応 しな くなつた筋が圧刺

戟 に如何な る態度 を取 るかを第6表 に一括 し

して示 した.此 の複離 な結果 は筋の被刺戟性

(Ir)と 興奮性(Exと 暑す)と が分れ得 る も

のである と考へ ると理解 し易い.橋 田5)に 依

ればIrとExと は分離 し得 る事並に刺戟 か

ら興奮に至 る過程 を次 の如 く述べ てい る.即

ち先づ刺戟 に由つ てS(刺 戟 効果)な る過程

的変化 が起 り,Sは 内的条 件の変化 としてE

(興 奮作用)な る過程 を惹 き起す.而 して此 の

Eに 由つ て興 奮 が 起 つた とす ると,IrはS

の起 り方 の程度或 ひは仕方でExは 興奮 の起

り方に関聯す る問題であ るとし,そ して或 種

の刺戟 では興 奮が起 るが他 の刺戟では起 らな

い様な場 合には当然Irの 問 題 である として

居 る.上 記実験結果 の範 圍内では総 て叩打刺

戟 が先づ無効 とな り次 いで電 気刺戟に反応 し

な くなつた筋 も尚圧刺戟 には反応 した.此 の

事実は刺戟 の種 類 に由つ てIrが 異 る事 の論

拠 となる ものであ らう,

第6表　 電気刺に反応 しな くなつた

時 の筋の態度

種 々の処置 を加 へた後R氏 液に戻 した後の

圧閾値は初 の正常時 と大差 がないが.電 気閾

値 の回復は悪い場 合が多い.湿 室か ら出 して

R氏 液に入れて最強電戟に筋 の極 く一部丈が

僅かに動 くのが認め られ る程度 とな り,バ ネ

に抗 して接触 を絶つ力が発生す る と考へ られ

ない様 な殆 ど水強直 を起 した筋で も尚圧では

此 の力が発生 した.又Alkohol麻 醉 が過ぎて

R氏 液に戻 しても電気刺戟 に応ず る様にな ら

ず,筋 は或程度短縮 した時 に も尚高 い 庄 に

は反応 した ものがある.圧 と似 た 筋 短 縮 を

起す ものにChloroformが 有 る.湿 室 の綿に

Chloroformを 浸み込 ませ,種 々の処置に由つ

て電気刺戟 に反応 しな くなつた筋を入れ ると

暫時の後に1500気 圧を加へた場合 と同 様 に

極 度の短縮を起す.他 方水強直を起 させた場

合には圧で もChloroformで も筋短縮は見 ら

れなかつた.他 に も此の様 な薬品は有 ると思

ふが,以 上 の事実か ら恐 ら く筋に短縮を起す

能 力が有 る限 り圧やChloroform並 に 同 種の

刺戟 には反応す るであ らう.

Irの 関与す る過程を考へ る場合に,刺 戟 の

種類が異 る場 合に も一仮へ刺戟 を受け入れ る

過程は異つて も一其後 の過程は全部若 しくは

一部 の共通 なIr ,Exの 与 る過程を経 て興奮 を

起す ものであ らう.此 の場 合叩打･電 気･圧

刺戟 が同 じ相に作 用す る とも考へ られ るが,

今述べた圧やChloroformが 外 的条件に最 も

左右 され難 い事実か ら,恐 らく異つた種類 の

刺戟はIrの 与 る過程 の異つた相 に作 用 し,

叩打･電 気･圧 刺戟 は此 の順に圧刺戟 が最 も

興奮に近 い相に作用す るもの と考へ るのが妥

当であ らう.

筋は刺戟 を受けて興奮す る迄には複雑な物

理 化学的な変化を起す.圧 が高け れば高い程

筋 の短縮 高は増 し3),閾 下圧を加 へて単一電

気刺戟を行 ふ と平 圧の場 合 よ りも短縮高は増
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す1)し,又 刺戟閾値 も低下す る11).之 等 の事

実か ら閾下圧 は電気刺戟 に対す るIr,Exの 何

れに作用す るか断定出来 ないが,恐 らく刺戟

を受けてか ら興奮す る迄 の一連の変化過程に

対 して促進的に作用す る即ちIr,Exの 両方

を尤進せ しめ るものであ らう.

以上 の様な考 へで上述実験結果 を検討 して

見 ると.

湿室に保 存した場 合:一 電気刺戟 に反応 し

な くなつた筋 も閾下庄 を加へ ると尚反応す る

(一定 の興奮を起 しバネに抗 して接触 を断つ

力を発生 す る)の であ るか ら,Irが 低下 した
り

為 に最 強電戟 では上記Eを 惹き起すに至 らな

い程度のSし か生 じなかつたものが,閾 下圧

を加へ るとIrが 一亢進 してよ り大 なるSを 生

じ,従 つて或程度 のEが 発生 して然 もExも

亢進 した為或程度以 上の興奮 を生 じて反応を

認め る事が出来 た ものと考へ られる.圧 刺戟

はその作用相 が電気 刺 戟 の作 用 相 に比 して

Exの 与 る過程に近 い為にIr低 下に著 しくは

影響 されないので依 然興奮を惹き起 す事が出

来 る.し か し此 の場 合圧閾値 が上昇 して居 る

事 は,圧 刺戟系に も共通なIr,Exの 低下に

因るものである と考へ られ るが,Ir,Ex何 れ

への影響が大で あるかは詳 らかでない.

次に述 べ る4つ の場 合には電気刺戟 に応 じ

な くなつた筋に閾下圧を加へて最強電戟 を与

へて もやは り反応せず且つ圧刺戟には興奮す

るのであるか ら,電 気刺戟 系には必要 であ る

が圧刺戟 系には必要 としない或 変化過程に於

て重要な役割を演ず る能力若 しくは物質が失

はれるか又 はその役割 を果 せない状態 とな る

為であ らう.従 つて圧刺戟 は有効であ るが用

ひた薬品の作 用に由つてその後 の過程(圧 刺

戟 系)に 異 つた影響 を与 へる為に圧閾値 に も

変動 が見 られ るもの と考へ られ る.

蔗糖溶液に浸漬せ る場 合:一 電 気刺戟 に反

応 しな くなつた筋 の圧閾値は正常時 と差異が

ない のであるか ら,恐 らくIr,Ex共 に蔗糖

に 由つては影響 されない もの と考へ られ る.

即 ち蔗糖 は圧刺戟 系 より前 の段階を障害す る

作 用丈 しかないのであ らう.

Alkohol-R液 に浸 した場 含:一 圧閾値の低

下が著 しいか ら,Ir,Exを 尤進 させ る作 用

が著 しい もの と思はれ る.

Chloreton-R.濃 厚K-R液 に浸 した場 合:

一両液 に浸漬 して電気刺戟 に応 じな くなつた

筋の圧閾値は何 れ も上昇す るか ら,Ir,Exは

低下 した もの と考へ られる.

湿室に保存 した場 合ほ圧刺戟に対 するIrも

当然低下 した もの と考へ られ るが,他 の場合

にはlr,Exの 何れに因るか 明かでないか ら之

等 の和 として考へねばな らない.K濃 度が薄

場合に電気刺戟及び圧刺戟閾値が異つた態

度を取 る時期の有 る事は既 に述べた13)が,此

の現象 も恐 らくIr,Exの 相反す る態度に因る

もの と考へ られ るが,圧 に対す るIr,Exの 状

態 を窺知 る事実 がないので明 らかにす る事は

出来 ない.

近年Lorente de No8)の 唱へる様に 膜電位

がQ並 にLの2つ か ら成つて居 るとす ると,

本編に於 て実験 した様な可逆 的に電気刺戟 に

反応 しな くなつた全例 は総 てQ部 分か ら胃さ

れ,反 之L部 分 は そ の働 きに於 て或 は上 り

(Alkohol-R液 の例)或 は下 り(湿 室内保存,

濃厚K-R液,ChlOreton-R液)又 は変つてい

ない(蔗 糖液)と 考へ られないだらうか.夙

にEbbecke4)は 筋肉 の圧 迫短 縮 が特 発性 筋隆

起 に 大変 似 て い る と記 載 して い る.若 しそ う

な ら元 々特 発 性 筋隆 起 は興 奮 伝播 を伴 ふ処 の

Spike potentialが 欠 け るで あ ら うか ら,筋 肉

が ひ ど く圧 迫 され る とQ部 分 が 冒 されSpike

 potentialを 発生 し難 くな るが,L一 部分 は増 感

され て局所 性 の非 伝播 性 の短縮 が現 は れ る様

に な る と解 され て一 応 事象 が 合点 され得 る.

果 して 圧 迫 下 に 於 てFast electrotonus並 に

spike potentialの 発 生 が 如 何 か,slow electro

tonusやafterpotentialの 状 態 が ど う 変 化 す

る か,又 何 故 変 る か と い ふ 点 で は 後 肝 の 研 究

に 俟 つ.

Ⅵ　 結 論

蛙腓腹筋及び縫工筋を イ)R氏 液其他の

液を全 く用ひず剔出してそのま 湿ゝ室に保存
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す る, ロ)6%蔗 糖溶液 ハ)6～7%Alkohol-

R液 ニ)10.25K-R液 ホ)0.3% Chloreton-

R液 に夫 々浸 漬す ると,可 逆的に電 気 刺 戟

に反応 しない状 態 とな る.此 の様 な状態 とな

つ た筋肉 に就て次 の様 な実験成績 を得た.

1. 縫工筋では電気刺戟 に反応 しな くなる

よ り前既 に叩打刺戟に反応 しな くなつた.

2. 電気刺戟に反応 しな くなつた縫工 筋及

び腓腹筋は尚 圧及 びChloroformガ スには反

応す る.

3. 可逆 的に電気刺戟に反応 しな くなつた

時 の腓腹筋 の圧閾値 は正常時(300気 圧前後)

に比べ ると

a. 湿室に保存 した場 合:-140気 圧閾

値が上昇 した.尚 此 の場合に限 り閾下圧 の

下 で電 気 刺戟 に反 応 した.

b. 蔗糖 溶液 に 浸 した場 合:-圧 閾値 の

変 動 は見 られ なか つ た.

c. Alkoho1-R液 に 浸 し た 場 合:-120

気 圧低 下 が 見 られ た.

d. 濃 厚K-R液 に浸 した場 合:-100気

圧上 昇 した.

e. Chloreton-R液 に浸 した場 合:-180

気圧 の上昇 を示 した.

擱筆するに当 り終始御懇篤 な御指導 と御校閲を賜

つた恩師林教授 に衷心か ら謝意 を表する.
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